
登山＆トレッキング登山＆トレッキング
福島県只見町

雪国の春は遅く、5月～6月にかけて雪崩で傷んだ登山道を整備して山開
きをおこないます。この頃は新緑と花々の美しい季節です。７月下旬の
梅雨終盤は大雨が続き、地崩れが心配になります。夏は短いけれども
暑く、草藪やアブに悩まされます。9月は天候の安定した登山日和で、
台風が太平洋側を通るときは影響が少なく、日本海側を通過するときは
荒れます。紅葉の見ごろは10月中旬～下旬ですが、この頃から時雨れる
日が多くなり、登山シーズンが終了します。11月はじめに初冠雪を迎え、
暮れに根雪となり冬から春にかけて雪崩の多い地域です。

交通機関

緊 急 時

季節と天候

只見町の山々

ガイド手配・宿泊予約・観光案内

Tel. 0241（82）5250　 Fax. 0241（82）5810
〒968-0421　福島県南会津郡只見町只見字上ノ原1828ＪＲ只見駅内
webサイトtadami-net.com　営業時間8:30～18:00　元旦以外無休

●登山計画書
登山計画書は安全登山の基本です。家族や友人にも
計画を伝えておきましょう
〈登山届（計画書）提出先〉
　福島県警察本部地域部「総合運用指令課」
　〒960‐8686福島市杉妻町2番16号
Tel.024（522）2151　Fax.024（521）6480　
メール fp-tiiki_anzen＠police.pref.fukushima.jp

只見町では各登山口に登山ポストを設置しています
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●救助要請 /警察 １１０　　　救急車 １１９
●病　　院 /只見町朝日診療所　　 Tel. 0241（84）2221
●薬　　局 /あいあい薬局只見店　 Tel. 0241（84）7055

只見町は福島県の西端、新潟県との県境に位置する豪雪地です。山々
の標高は1500ｍ前後ですが、雪崩に磨かれた急峻な岩壁と、ブナを中
心とした豊かな森林が入り混じり、力強く、生き生きとした自然が魅力
です。登山のできる山は、要害山、蒲生岳、会津朝日岳、浅草岳の4座で、
只見四名山として親しまれています。さらに布沢集落に、癒しの森、恵
みの森というトレッキングコースがあります。

往復1時間30分

往復3時間30分

往復3時間

往復4時間

往復9時間

往復9時間

往復3時間30分

１　癒しの森

２　恵みの森

３　要 害 山

４　蒲 生 岳

５　会津朝日岳

６　浅 草 岳

７　山神杉のブナ林

初 級

中 級

中 級

上 級

上 級

上 級

中 級

5月中旬～11月中旬

6月上旬～11月上旬

山開き5月第2日曜～11月中旬　
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山名／コース　　　難易度　　　所 要 時 間
4　　5　　6　　7　　8　　9　　10　　11　　12

適　　期
●タクシー /只見観光タクシー　　 Tel. 0241（82）2202
　　　　　　朝日タクシー　　　 Tel. 0241（84）2235
●鉄道情報 /ＪＲ東日本お問い合わせセンター　
　　　　　　　　　　　　　　　　 Tel. 050（2016）1600
　　　　　　会津鉄道 会津田島駅　　Tel. 0241（62）0065
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ヤマウルシ

タカノツメ

只見町観光まちづくり協会一般社団法人

蒲生岳のヒメサユリは例年、山開きの6月第1日曜ごろに開花
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1 癒しの森
6 浅草岳

4 要害山

5 蒲生岳

7 山神杉のブナ林

3 会津朝日岳

2 恵みの森

※ＪＲ只見線只見駅～会津川口駅は
　平成23年新潟福島豪雨災害により代行バス運行

只見駅から約68km・約1時間30分
磐越道会津坂下ＩＣ→

中型・大型バス不可

冬期通行止

中型大型バス不可
冬期通行止

只見駅から約104km
約2時間30分
または白河ＩＣ

東北道西那須野塩原ＩＣ↓

Ｒ289は建設中通行止

田
子
倉
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

田
子
倉
休
憩
所

例年11月中旬～5月上旬
冬期通行止

←関越道小出ＩＣ
只見駅から約60km
約1時間30分

＊掲載内容は平成29年3月の情報です。必ず最新の情報を確認してください
＊掲載地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図25000を
　複製したものである。 ( 承認番号 平 29情複、 第 15号 )」
＊無断複製禁止
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　金山町と只見町の境界にあるトレッキングコース
です。松坂峠登山口から「大岐の戸板山眺め」を往
復します。車で標高600ｍまで上がることができる
松坂峠は、新緑や紅葉の森林浴におすすめです。明
るいコナラ林を歩きはじめると、すぐにスギの植林
になり、ゆるやかに丘を登って下ると、「国界の大ブ
ナ」が横たわる交流広場です。マザーツリーとして
親しまれたブナの巨木ですが、平成25年春に老齢で
倒れ、森林の変遷を観察する場所としてそのままに
しています。倒木が朽ちる一方で、新しく差し込ん
だ光によって周囲の若木や下草が成長する様子がわ
かります。
　コースは南西へ尾根をたどり、左手に若々しいブ
ナの二次林を眺めながら、ミズナラやヤマモミジ、
ブナの大木を過ぎると「勢子泣かせの峰」。熊の巻狩
りをするときの沢の源頭で、戦国時代の古戦場でも
あります。その先で視界が開けると「大岐の戸板山

眺め」となりで、往路を戻ります。コースは大岐集
落跡の登山口へと続きますが、途中に不明瞭な場所
があり上級向きです。

標 高 差　約45ｍ
年　　齢　保護者同伴で4、5歳以上
携帯電話　登山口不可。「大岐の戸板山
眺め」付近のみ通話可
アプローチ　国道 289 号の明和橋から
県道 153 号を５km で森林の分校ふざ
わ。この先の分岐を左へ県道 352 号を
2.5ｋｍで松坂峠登山口。只見町側は大
型バスが往復できる。
駐車場　駐車スペースに大型 2 台、普
通車8台
トイレ　駐車スペースに仮設トイレ
水　場　なし
アドバイス　癒しの森は平坦な地形な
ので、登山道を外れると迷って戻れな
い。心配な人はガイド同行がおすすめ
服装・持ち物　長袖、長ズボン、運動靴。
簡単なレインウエアがあるとよい

森林の分校ふざわ

ゆるやかな森をのんびり往復する

癒しの森癒しの森布沢布沢１１
いやしのもりふ ざ わ

標高約640ｍ／初級
往復1時間30 分
５月中旬～１１月中旬　

布沢　癒しの森

昭和57年に廃校に
なった明和小学校

布沢分校の校

舎を活用した体験
宿泊施設です。「癒

しの森」と「恵

みの森」は携帯電
話が通じないため

、まずは「森林

の分校ふざわ」でガ
イドと待ち合わせて

、それぞれの

登山口へ移動します
。レンタル長靴（有

料）あり。

TEL0241（71）9
511

おおまた　　　といたやま

くにざかい

せ　こ

「森林の分校ふざわ」の先で県
道が分岐し、右は「恵みの森」
へ、左は「癒しの森」へ

県道352号（布沢‐横田線）沿いの駐車スペースから
徒歩2分で松坂峠登山口がある

登山口からスギの植林をゆるやかに登って下ると
幹がねじれたブナの大木がある

交流広場の「国界の大ブナ」が倒れ、
開けた空から日ざしが注ぎ、若木が
成長している

交流広場から南西へ尾根をたどる。
平坦な地形で迷いやすいところな
ので注意しよう

尾
根
が
細
く
な
る
と
大
き

な
ヤ
マ
ナ
シ
の
木
が
あ
っ

て
秋
に
実
が
落
ち
る
。
癒

し
の
森
は
樹
種
が
多
い

「大岐の戸板山眺め」に着く
視界が開けて、対岸の新緑や
紅葉を眺める。山頂ではない
がここをゴールとして記念写
真などを撮って往路を戻る

　　　　　　ブナはおおむね１年
おきに開花して実を落とし、越冬
して雪どけのころに実生が芽吹く

も　り
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県道153は
中型大型バス不可
県道153は
中型大型バス不可

手前ノ清水手前ノ清水●

ブナの森をめぐる沢歩き

標 高 差　約 460ｍ
年　　齢　 保護者同伴で小学校中学年
以上
携帯電話　最終集落以降は通話不可
アプローチ　国道 289 号の明和橋から
県道 153 号を５km で森林の分校ふざ
わ。この先の分岐を右へ６kmで恵みの
森登山口。中型・大型バスは通行不可
駐車場　駐車スペースにマイクロバス 1
台、普通車 5台
トイレ　駐車スペースに仮設トイレ
水　場　手前ノ清水、奥ノ清水の2カ所
アドバイス　7月下旬～ 8月中旬は只見
町の水辺にイヨシロオビアブが大発生す
る。砂地で育つため、岩盤の発達した
恵みの森は少ないが県道は多い。車の
排気ガスに集まるため、事前に身支度
を済ませてすみやかに沢へ進むとよい
服装・持ち物　靴底のすべりにくい長靴
やウォーターシューズ。自然のなかでは
肌を露出しない。泳ぐときも T シャツや
靴下着用。濡れによる低体温症に備え
てリュックにレインウエア必携。車内に
帰りの着替えと靴を準備。長靴レンタル
あり

標高約610ｍ／中級
往復3時間30 分
６月上旬～11月上旬　

布沢　恵みの森

　ブナの森を流れる清流を、長靴を履いてじゃぶじゃ
ぶ歩くコースです。沢歩きなのでガイドの同行をお
すすめします。登山口から道なりに100ｍ進むと、
6ｍほどの階段状の崖を下って大滝沢へ降ります。
コースは左の上流へ、道標にしたがって沢を縫うよ
うに登山道を進みます。所々に深い淵があり、静か
に近づくとイワナやヤマメが泳いでいます。木の化
石といわれる珪化木や、「熊の遊び場」と呼ばれるヤ
チダモの木を過ぎると、巨岩と流木が沢を塞いでい
る場所を右から迂回します。しばらくすると最初の
見どころの「下ノ滝」が現れます。登山口から約
1 kmの地点で夏の水遊び場です。
　滝を右から登ると、滑らかな沢床がどこまでも続

くようになり、水流を歩きます。根曲がりしたブナ
の根もとに「手前ノ清水」という湧き水があり、デ
コ岩を過ぎて「奥ノ清水」があると終点の中ノ滝です。
登山口から約2 . 1km、往路を戻ります。戻る途中、
デコ岩から先に尾根へ上がる道もありますが、最後
が崩れているので注意が必要です。恵みの森は標高
差の少ない快適な沢ですが、山奥にある自然のまま
の沢です。増水の判断が難しく、携帯電話が通じな
いエリアなので、慎重に入渓しましょう。
　恵みの森の沢は全面禁猟区です。

恵みの森恵みの森布沢布沢22
めぐみのもりふ ざ わ

森林の分校ふざわから車で10分。
県道153号の舗装終点に駐車ス
ペースと登山口がある

歩
き
始
め
て
す
ぐ
に
布
沢
川

を
渡
っ
て
階
段
を
上
る
と
小

さ
な
広
場
が
あ
る

階
段
状
に
削
っ
て
あ
る
崖
を

下
っ
て
大
滝
沢
に
下
り
る
。

帰
り
に
通
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意

「熊の遊び場」と呼ばれるヤチダモの木

何度か沢を渡りながら沢沿い
の道を上流へ向かって進む

大
岩
が
沢
を
ふ
さ
い
で
い
る
場
所

は
、
以
前
は
左
の
岸
に
削
っ
た
足

場
を
進
ん
だ
が
、
数
年
前
か
ら
流

木
で
通
れ
な
い
た
め
、
大
岩
の
右

に
迂
回
路
が
あ
る

下ノ滝は幅広い2段の滝で、夏は水遊びが
できる。滝の右側に足場が削ってある

下ノ滝から中ノ滝までは一枚岩の沢床が続く。水量が少な
いときは舗装道路のようだが、増水すると激流になる

お
で
こ
の
よ
う
な
「
デ

コ
岩
」
が
あ
る
と
中
ノ

滝
は
も
う
す
ぐ

「手前ノ清水」「奥ノ清水」の2か所で、
岩の割れ目から水が湧いている

沢が二俣に分れて2つの滝が
架かると終点の中ノ滝だ

コース中のまちがえやすい場所に
「順路」の道しるべを設置してい
ます。沢を歩いていて岸辺の道に
あがる場所を見落としやすいの
で、注意してみてください。

「⇔順路」の道しるべ

タニウツギ

エゾアジサイ

ケイカボク

おおたき

しも

てまえ
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作業道寄り道コース 一般道路登山道0　　　　 　　　　　　　　　 500m

P

南尾根登山口南尾根登山口
●●

宮ノ沢登山口　
●

宮ノ沢登山口　
●

只見スキー場只見スキー場

北尾根作業道北尾根作業道

一服尾根一服尾根

只見
川

只見
川

只見高校只見高校

滝神社滝神社

テレビ塔●テレビ塔●

只見町役場●只見町役場●

百
合
平
●

百
合
平
●

三
石
神
社

三
石
神
社

289

要害山要害山
705

●●

33 要害山要害山只見四名山只見四名山
標 高 差 約 325ｍ
年齢の目安　保護者同伴で小学校低学年
以上
携帯電話　通話可能
アプローチ　ＪＲ只見線只見駅。国道
252 号の只見町役場前信号を入る
駐 車 場　只見駅前広場に大型バス3
台、普通車 20 台
トイレ　只見駅と役場前の公衆トイレ
水　場　登山道なし。駅前に自販機あり
アドバイス　山頂のテレビ塔から北側に
進むとブナ林が広がる。さらに北尾根に
作業道が続いてスギの植林から只見高
校の裏へ下るが、5月下旬は雪渓が不安
定で上級向き
服装・持ち物　登山道は傾斜がきつく
滑りやすい。靴底の凹凸がしっかりした
運動靴や登山靴がおすすめ。レインウ
エア、飲料水 500ml～１ℓ

　山頂のテレビ塔が目印の里山ですが、雪崩地形や
日本海側植生など、只見町の自然をコンパクトに凝
縮した登りごたえのある山です。細い尾根にはキタ
ゴヨウという松が並び、雪崩で削られた急斜面にミ
ヤマナラが生え、ゆるやかな山頂稜線はブナが覆っ
ています。イワウチワ、ユキツバキ、ヒメサユリなど、
人気の花が時期を追って咲きます。
　要害山の登山道は２コースあり、宮ノ沢登山口は
滝神社の境内から堰堤を渡って尾根を登ります。南
尾根登山口は三石神社と只見スキー場の間にある尾
根を登ります。どちらも尾根沿いなので雪が消える
時期が早く、５月に山開きができることが魅力です。
周囲はまだ真っ白な山々に囲まれ、低山とは思えぬ

眺望です。とくに山開き当日は、例年、山頂のブナ
林に残雪があり、根開きや芽吹き、数年に 1 度の開
花を観察できます。山終いは 11月中旬で、ほかの
山より遅くまで登ることができます。
　山名の「要害」は地形が険しく敵の攻撃を防ぐ場
所という意味です。戦国時代に水久保城という山城
が築かれ、伊達政宗軍との攻防でも落ちなかった名
城だといわれます。いまは木々に視界が遮られてい
ますが、たしかに伊南川、只見川、六十里越、八十
里越を見通す好立地です。

標高705ｍ／中級
往復3時間
山開き5月第2日曜～11月中旬

只見駅から登る花と歴史の山

ようがいさんただみよんめいざん

只見四名山　要害山

只見駅のすぐ裏山が要害山。紅葉の見ごろは10月末

宮ノ沢登山口は滝神社の境内から
小さな堰堤を渡る

急傾斜の宮ノ沢登山口から
登って南尾根へ下る人が多い

1時間ほど登るとブナの森に覆われ、
山頂はもうすぐ

テレビ塔が建つ山頂は味気ないが、伊南川と
只見川が合流する町並みや会津朝日岳を望む

テレビ塔の裏から北へ作業道を
歩くとブナ林が広がる

例年、山開きの5月
第 2日曜は残雪と新
緑のよい季節

山頂に戻って南へ尾根を下る。キタゴヨウとシャク
ナゲの林、ブナとユキツバキの森、浅草岳眺めや田
子倉ダムの展望などバラエティに富んだコース

南尾根登山口は撤去した第2リフト跡
を下って三石神社の参道わきにでる

アズマシャクナ
ゲ

ユキツバキ
ユキツバキ

要害山の中腹には縁結びで
知られる三石神社と6月上旬
にヒメサユリが咲く百合平が
あり、南尾根登山口から寄り
道できます。

三石神社と百合平
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蒲
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岳

ナナカマド

ヤマツツ
ジ

蒲生岳山頂は 360 度のパノラマ。
登山記録ノートに感想を書いてみよう

家族松を過ぎると次に岩壁に鉄杭を
打った直登が現れる。足を置く場所
をイメージしながら登ろう

岩場と松尾根が交互に現れる。
松の根は濡れていると滑りやすい

高度感ある岩登りが続く会津のマッターホルン

　故・田部井淳子さんが「会津のマッターホルン」
と称した、とがった岩山で、高度感のある岩場が連
続します。足元には、箱庭のように只見川沿いの集
落や只見線、田子倉ダムを見渡し、山頂は会津と越
後の山々が360度広がります。
　蒲生岳の登山道は、集落の人たちが登山客の安全
を考えて岩を削って足場を作り、クサリやロープを
設置して道を拓きました。毎年、雪崩で切れるクサ
リを直し、落石や倒木を片付けて山開きをおこない
ます。急峻な蒲生岳は、落雪が登山道を直撃するため、
山開きは遅く6月第1日曜です。この頃はヒメサユリ
やイワカガミの花が見ごろです。
　蒲生岳は崩落しやすく、自然災害により、平成 17 年
中越地震で宮原登山口が、平成2 3年新潟福島豪雨で
小蒲生沢登山口が閉鎖されています。現在は久保登
山口が唯一の登山口で、国道252号沿いの「集会施
設雪の里」から会津蒲生駅の踏切を渡り、畑を右折
した「蒲生かたくり公園」にあります。水路を渡る

と道は左右に分かれ、左は危険な北壁コースで、普
通は右の南尾根コースをたどります。小さなブナの
丘をぬけると急な登りが始まり、どんどん高度を稼
いで夫婦松を過ぎ、岩場を登ると分岐です。左は直
登が続く「西側岩壁ルート」で、右はトラバースが
多い「鼻毛通しルート」です。岩場の直登を下るこ
とは難しいので、左の「西側岩壁ルート」を登って、
右の「鼻毛通しルート」を下ります。初めて蒲生岳
に登る人で不安な場合は「鼻毛通しルート」を往復
する人もいます。蒲生岳は登りよりも下りの方が難
しいので、常に下山のことを考えながら登るように
しましょう。

南尾根コースでも十分にスリルがありますが、
山頂の北側に命知らずの岩場が連続する「北
壁コース」があり、絶対に滑落できません。
小蒲生沢登山口に下山していましたが閉鎖さ
れたため、白糸清水から西斜面を巻いて久保
登山口へ戻る道を整備
しています。

標 高 差 　約468ｍ
年齢の目安　保護者同伴で小学校高学年以上
携帯電話　通話可能
アプローチ　ＪＲ只見線会津蒲生駅。国道252号の
蒲生集会施設「雪の里」駐車場
駐車場　大型バス2台、普通車43台
トイレ　集会施設「雪の里」さわやかトイレ利用
水　場　登山道なし。駐車場に自販機あり
アドバイス　夏は日射病対策で早朝 5～ 6 時出発。
秋の早朝は岩が冷えて指先がかじかむので 8 時～ 9
時出発がおすすめ。所要時間は個人差が大きく、団
体など渋滞する場合は5時間以上必要
服装・持ち物　重厚な登山靴より、靴底が滑りにく
い軽い登山靴が登りやすい。レインウエア、手袋、
飲料水1～ 2ℓ、軽食

標高828ｍ／上級
往復4時間
山開き6月第1日曜～10月下旬

只見四名山　蒲生岳

●北壁コース

44 蒲生岳蒲生岳只見四名山只見四名山
がもうだけただみよんめいざん

国道252号沿いの蒲生集会施設
「雪の里」の駐車場から出発
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、
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足
場
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あ
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登
り
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難
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る
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分
岐
の
道
し
る
べ
。
左
の
西
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は
岩
場
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直
登
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こ
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ら
を
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て
、
右

の
鼻
毛
通
し
ル
ー
ト
を
下
る 西側岩壁ルートは、岩場を横切って凹角を

直登するが、登りきるまで油断しないこと

鼻毛通しルートの下りも
岩場が連続して気が抜けない

高度感のある岩場をトラバースすると
分岐はもうすぐ

く　ぼ

はなげどお

ほくへき

めおと

にしがわがんぺき
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沢沿いに1時間ほど登ると最後の水場

赤倉沢登山口から赤倉沢を渡る橋
は、毎年、山開き前に設置される

　尾瀬の北側に広がる駒・朝日山群は、開発から逃
れた静かな山域で、その北端に唯一拓かれた会津朝
日岳は、岳人の憧れとして日本二百名山に選ばれて
います。
　赤倉沢登山口は山深くにあり、国道から車で
10 km入った渓谷の釣り堀「いわなの里」から
100m程奥です。沢沿いに 1 時間ほど登ると三吉ミ
チギという水場があり、長い九十九折を登ると人見
ノ松で視界が開け、叶ノ高手のクロベの巨木から、
大きく下ると熊ノ平です。鞍部は強風が遮られて積
雪も深く、豊かな高木の森が広がっています。避難
小屋のわきからバイウチノ高手まで登り、小幽沢カッ
チから城壁のような山頂稜線がそびえます。
　例年、山開きの6月第2日曜はまだ雪壁で、早朝
や雨天は雪が固く、ピッケルが必要です。7月に入っ
て雪が消えると、雪崩で磨かれた岩場の直登となり、

浮石が多く、岩登り経験が欲しいところです。頂上
にでると反対側は切れ落ちた断崖で足がすくみます。
三角点はさらに右へ、細い岩稜を進むと東雲山岳会
の山座同定盤があります。毛猛山、越後三山、平ヶ岳、
燧ヶ岳、日光連山、那須連山、飯豊連峰を望みます。

標 高 差 　約1084ｍ＋登り返し110ｍ＝1194ｍ
年　　齢　登山経験が必要
携帯電話　赤倉沢登山口は不可。人見ノ松から叶ノ高手で通話可
アプローチ　国道 289 号の萬歳橋から黒谷川沿いに約 10ｋｍ。白沢林
道は中型・大型バス不可。「いわなの里」から登山口へは悪路
駐 車 場　赤倉沢登山口に 15 台。マイクロバスは事前にいわなの里に
連絡して乗降させてもらい、宿や只見駅前広場などに駐車する
ト イ レ　いわなの里に仮設トイレ設置
水　　場　登山口から 1 時間の三吉ミチギ。避難小屋周辺は水場が遠く
渇水する。残雪期は沢窪で取水できる
アドバイス　6 月第 2 日曜に山開きするが、山頂直下は雪壁になってい
て、ピッケルや 10 本爪アイゼンが必要。熊ノ平避難小屋は緊急用でト
イレや水場はない
服装・持ち物　　地図、コンパス、レインウエア、飲料水2～ 3ℓ、食糧。
緊急時に必要なヘッドライト、ツェルト、薬など
※初心者は登山教室やガイドツアーに参加しましょう

只見四名山　- 会津朝日岳

カッチとは沢の源頭を意味します。ルート取りは
沢窪ぞいに直登して、灌木づたいに右へ斜上して、
トラロープ沿いに直登します。

●小幽沢カッチ

※会津朝日岳の詳しい登山地図は書店で販売している
   昭文社発行『山と高原地図・越後三山』に収録されています

55 会津朝日岳会津朝日岳只見四名山只見四名山
あいづあさひだけただみよんめいざん

深山幽谷に拓かれた憧れのピーク

標高1624ｍ／上級
往復9時間
山開き6月第2日曜～10月中旬

かのう　　たかて

ひとみ

さんざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　けもう

しののめ

ひうち いいで　

TEL090-2603-6162
いわなの里

叶ノ高手の大クロベは
年々、枯れてきている

いったん下った鞍部は遅くまで
雪が残り、花の種類が豊富

熊ノ平から会津朝日岳の山頂を望む

熊ノ平の避難小屋は
緊急用のためトレイ
や水場はない

例年、山開きの6月
第 2日曜は急傾斜の
雪壁になる

雪が消えると滑りやすい岩場が
現れて浮石が多く要注意

稜線にでてから右へ、せまい
岩稜を進むと山頂がある

東雲山岳会の
山座同定盤が
山頂の目印

赤倉沢登山口は釣り堀
「いわなの里」の奥にあ
ります。この一帯は平成23年新潟福島豪雨災害の被
害が大きく、平成27年6月に白沢林道が復旧し、いわ
なの里も営業を始めました。

営業期間：5月1日～11月上旬。営業時間8:30～16:30

Ａ

B
B

B

移行地域

緩衝地域

核心地域

10福島県只見町09 登山 ＆ トレッキング BOOK



入叶津登山口が見えてから
わずかな下りが滑りやすい

幽ノ倉沢の仮橋は毎年、山開き前に
設置される。橋を渡ると幽ノ倉沢か
ら離れて沢窪沿いに登山道が続く

　越後山脈のほぼ中央、福島県と新潟県の県境に構
え、只見町のあちこちから優美な山容を望むことが
できる存在感のある山です。170万年前のとても古
い成層火山のため、北西側はきれいに山裾を広げて
いますが、南東側は断崖絶壁という非対称な地形で
す。
　登山口は魚沼市に3カ所、只見町に2カ所あり、最
短は魚沼市のネズモチ平登山口です。只見町側の只
見沢登山口と入叶津登山口は標高差があり健脚向き
ですが、只見沢から入叶津へ縦走すると浅草岳の魅
力を満喫できます。
　只見沢登山口はＪＲ只見線田子倉駅が最寄駅でし
たが平成23年に廃駅になり、マイカーやタクシーを
利用します。序盤はうっそうとした森が続きますが、
中盤は眺めのよい稜線歩きになり田子倉湖や鬼ケ面
山の断崖を望みます。山開きのころは、花の宝庫で
高度を上げるごとに花の種類が変わっていきます。

終盤は足場の悪い九十九折が長く、シラネアオイや
ヒメサユリが現れるとようやく山頂です。
　山頂は三叉路になっているので下山する方向に注
意しながら入叶津登山口へ下ります。視界が開けて
天狗ノ庭と呼ばれる大草原が広がり、湿原に敷かれ
た木道をたどります。やがてチシマザサに覆われる
ようになると、平成22年に撤去した避難小屋の手前
で、道は90度右へ折れて沢窪を下り小三本沢を横切
ります。雪渓が残っている時期は、木道が見えず、
小屋跡にも目印がないため、下り過ぎに要注意です。
　すだれノ上から沼ノ平分岐を経て平石山まではブ
ナの巨木が続きます。平石山からの下りは薄暗い急
な九十九折で、雪崩で磨かれた岩や平石が滑りやす
い難所です。慎重に下って山神杉の分岐に着けば、
あとは歩きやすい登山道を下ります。

標高1585ｍ／上級
往復9時間
山開き6月第4日曜～10月中旬

只見四名山　浅草岳

標 高 差　只見沢登山口約1065ｍ、入
叶津登山口約1145ｍ
年齢の目安　登山経験者が必要
携帯電話　只見沢登山口は不可。田子倉
眺めから山頂を越えて沼ノ平分岐まで通
話可。入叶津登山口は可
アプローチ　只見沢登山口は国道 252
号を田子倉レイクビューから約 5km。
田子倉休憩所の手前に登山口に入る道が
あるが、大型バスは田子倉休憩所に駐車。
入叶津登山口は国道 252 号から叶津川
沿いに建設中の国道289号を約 4km。

大型バス通行可
駐車場 　只見沢登山口は普通車 50 台、
田子倉休憩所に大型バス 2 台。入叶津登
山口は大型バス1台、普通車8台
トイレ　只見沢登山口は田子倉休憩所の
公衆トイレを利用。入叶津登山口は仮設
トイレ設置
水　場　只見沢登山口から 1 時間の大久
保沢。入叶津登山口の清水、1時間登っ
た栃ノ木清水。小三本沢に雪渓があれば
木道から沢の水をくむ
アドバイス　只見沢登山口、入叶津登山

口ともに公共交通機関がなく事前にタク
シー会社や宿泊施設と相談して送迎を依
頼する。只見沢登山口から入叶津登山口
まで約20 km、小型タクシー約 7,000
円
服装・持ち物　地図、コンパス、レイン
ウエア、飲料水 2～３ℓ、食糧。緊急時
に必要なヘッドライト、ツェルト、薬な
ど
※初心者は登山教室やガイドツアーに参
加して登りましょう

※浅草岳の詳しい登山地図は書店で販売している
　昭文社発行『山と高原地図・越後三山』に収録されています

いりかのうづ

つら

こさんぼん

ひらいし

さんじんすぎ

浅草岳の山頂から天狗ノ庭にかけて
ヒメサユリが登山道わきを彩る。
開花の見ごろは例年6月下旬～7月上旬

シラネアオイ

只見沢登山口から只見沢沿いに
しばらくはぬかるみが多い

大久保沢の清水からブナの九十九折を
登って視界が開けると田子倉眺め

夏まで雪渓の残る鬼ヶ面の
断崖が対岸にそびえる

剣ヶ峰を越えた先に幹が
割れたブナの立木がある。
強風による落枝事故に注意

浅草岳山頂は三叉路になっているので下山する方向に注意

池塘が並ぶ湿原を
ぬけると大草原が
広がる

登山道は撤去された避難小屋跡から
直角に小三本沢を渡るが、雪渓に覆
われていると迷いやすいので要注意

閉鎖している沼ノ平分岐を過ぎると
平石山までブナの大木が続く

平
石
山
か
ら
山
神
杉
ま
で
の

下
り
は
滑
り
や
す
い
難
所
。

夏
に
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る

と
急
傾
斜
に
気
づ
き
に
く
い

サンカヨウ

アカモノ

ウラジロヨウラク

ゴゼンタチバナ

あさくさだけただみよんめいざん

会越国境の名峰に挑むロングコース

66 浅草岳浅草岳只見四名山只見四名山
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77 山神杉のブナ林山神杉のブナ林浅草岳浅草岳
地元ガイドとブナ次郎を訪ねる

標高　766ｍ／中級
往復　3時間30 分
山開き６月第4日曜～11月中旬　

　浅草岳の入叶津登山口から登山道を登り、山神杉を過ぎると、広大なブナの
天然林が見られます。雪崩が頻発する明るい草地と、安定したブナの森が交互
に現れるので、地形と植生の解説を聞きながら登る
と興味が深まります。江戸時代の「八十里越」と重
なる歴史の道でもあり、いまも地元集落の人たちが
利用する生活の道でもあります。

年　　齢　　保護者同伴で小学校中学年以上
標 高 差　　約330ｍ
アドバイス　ガイド同行の場合は3時間30分行動できれば初心者可
服装・持ち物　動きやすい服装、レインウエア、飲料水 500ml、軽食

浅草岳　山神杉のブナ林

あさくさだけ さ ん じ ん す ぎ の ぶ な り ん 　

携帯電話　　入叶津登山口と叶津川眺めのみ通話可
アプローチ　国道252号から叶津川沿いに建設中の国道289号を約 4km。大型バス通行可
駐 車 場 　 大型バス1台、普通車8台　　　ト イ レ 仮設トイレ設置
水 　 場 　 登山口の清水、1時間登った栃ノ木清水の２カ所

入叶津登山口
ガイドと待ち合わせ

新潟県との県境に位置する浅草岳はブナ林の下草に
ユキツバキが生える。ブナの若葉とユキツバキの
　濃い緑色のコントラストが魅力

ブナ次郎を訪ねる

いりかのうづ

はちじゅうりごえ

豪雪が育んだ自然と生活・文化を守り、活かす

只見ユネスコエコパーク Tadami Biosphere Reserve

　平成24年6月、只見町全域と檜枝岐村の一部地域は、人
と自然との共生を実現する国際的モデル地域として、ユネ
スコＭＡB（人間と生物圏）計画における生物圏保存地域（ユ
ネスコエコパーク）に登録されました。域内では、人と自
然との共生を図るため、保護すべき自然環境が対象となり、
原則立ち入り禁止（登山道のみ利用可）の「核心地域」、人間
活動から核心地域を守る「緩衝地域」、持続可能な社会経済
活動を行う居住区「移行地域」に土地利用区分（ゾーニング）
されています。

　只見ユネスコエコパークの核心地域、緩衝地域では
次の行為は関連法令等により禁止されています。
　・登山道以外への立ち入り
　・山野草や山菜、キノコなどの採取
　・昆虫、動物の捕獲等
　・植物の損傷
　・ゴミのポイ捨て
　・ペットの持ち込み
　・焚き火

Ａ

B

B

移行地域

移行地域

緩衝地域

緩衝地域

緩衝地域 Ａ 緩衝地域 B

緩衝地域

核心地域
3,557ha 8,380ha 42,953ha 23,142ha

　ルールを守って、環境に優しい登山を楽しみましょう。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

森林生態系保護地域の「保
存地区」（重複する越後三
山只見国定公園の「特別保
護地区」と「特別地域」の
一部を含む）

● 核心地域、緩衝地域以外
の山林原野、農耕地、住
居地

●核心地域、緩衝地域 A 以
外の国有林
核心地域に隣接する「町
有林」「財産区有林」

●

●

越後三山只見国定公園の
「特別保護地区」（重複する
森林生態系保護地区の「保
全利用地区」の一部を含む）

●

核心地域・緩衝地域は、保護・保全地区です。
土地
利用
区分

対象
地域

新
潟
県
魚
沼
市

新
潟
県
魚
沼
市

福島県只見町福島県只見町
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